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1．はじめに

本学会における学生懇談会は今年で15回目を迎え

ました。学生懇談会は，本学会の学生活動をより盛

んにすることを目的とし，学会に参加する学生同士

の親睦や情報交換の場となっています。学生懇談会

は2009年に初めて開催されて以降，毎年開催され，

大学や専攻，学年の垣根をこえた交流が行われてい

ます。今回の第15回の学生懇談会では26名が参加し，

対面で実施されました。本稿では，学生世話人が参

加者を代表して，当日の進行と記録についてご報告

致します。

2．実施概要

日時：2023年11月30日（木）13：00～14：00

場所：沖縄県市町村自治会館 C会場 4F 第2・3

会議室

テーマ：新進気鋭な若手の集い～室内環境の未来へ

向けて～

学生世話人：

大森果菜（学生会員，静岡県立大学）

西村有里（学生会員，静岡県立大学）

酒井颯大（学生会員，静岡県立大学）

浅岡凌（学生会員，東京工業大学）

中島舞（学生会員，愛媛大学）

プログラム：

1）開催趣旨の説明

2）自己紹介

3）グループディスカッション

4）まとめ

参加者：静岡県立大学（8名），東京工業大学（1名），

愛媛大学（2名），龍谷大学（2名），秋田県立大学

（1名），東海大学（4名），横浜国立大学（8名）に所

属する計26名の学生

3．実施内容

3．1 開催趣旨の説明

世界的に流行した新型コロナウイルス感染症は，

私たちの生活や研究環境に多大な影響を及ぼし，先

行きの見えない中で不安を抱えながら過ごす日々が

続きました。しかし，新型コロナウイルス感染症が

5類感染症に移行し，活動の制限が緩和されたこと

で，新たな挑戦がしやすくなりました。旅行，イベ

ント参加など，以前の生活を取り戻す一方で，テレ

ワークやオンライン学習など新しい生活スタイルも

広がりました。これらの変化は，私たちが新たな可

能性を見つけ，自己実現を追求する機会となります。

本学会では「室内環境」について研究を行ってい

る学生が集まるものの，換気設備から室内の快適性，
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機器分析の評価など，詳細な研究分野は多岐にわた

るため，学生同士でざっくばらんに会話ができるよ

うなテーマを選ぶことにしました。そこで，今年の

学生懇親会では，「未来」に着目し，自身や研究の

将来，室内環境のこれからについて同世代の学生間

で意見交換を行い，「ポストコロナ」時代に向けて

私生活や研究生活を見つめ直す機会になることを目

的としました。

3．2 自己紹介

学生懇談会は参加者の自己紹介から始まりました。

所属大学と学年，氏名，研究内容，趣味について全

体で発表しました。多くの学会がオンラインで開催

されていたこともあり，このような対面での懇親会

に初めて参加した学生もいましたが，自己紹介の時

間が過ぎていくにつれて，各自の緊張もほぐれ，和

やかな雰囲気になっていきました。また，直前まで

行われていたポスター発表や口頭発表について話す

参加者も多く見られ，様々な研究分野について興味

をもつきっかけとなったように思います。

趣味については，スポーツやダイビング，テーマ

パークや音楽イベントの参加など，「ポストコロナ」

時代に活動の幅が広がったことが実感できました。

また，学生ならではの学生生活事情についても楽し

く情報共有ができました。

3．3 グループディスカッション

今回の学生懇談会では，様々な大学に所属する学

生が交流できるように，2つのグループに分かれて

ディスカッションを行いました。

まず学会の開催地である沖縄の気候や観光地につ

いてのアイスブレイクから始めました。12月にもか

かわらず，暖かく過ごしやすい気候であることや，

魅力的な観光地である首里城や美ら海水族館などに

ついて和気あいあいと話し合いました。このアイス

ブレイクは，沖縄に対する共通の興味や感じ方の違

いを知り，お互いを理解することで，より良いコミュ

ニケーションを図るための起点となりました。

続いて，今回のテーマである「室内環境の未来へ

向けて」について意見を出し合いました。研究生活

においては，オンライン上での作業や会議に慣れ，

自宅からリモートで解析を行ったりできるようになっ

たおかげで，通学時間が短縮し，新たに活用できる

時間が増えたと感じている学生が数多くいました。

そのようなスキマ時間を資格の勉強や自分磨きのた

めに使うなど，室内環境の未来を担う学生として有

効活用していることが分かりました。また，同じ室

内環境の分野で研究している学生から直接聞く進路

や就活の経験談は，進路を模索している学生にとっ

ては参考になり，大変貴重な機会となりました。

大学，研究室，課程が異なる学生間で“自分自

身�，“研究�，“室内環境”の未来について話し合い，

刺激しあうことで，今後の私生活や研究生活につい

て視野を広げることができました。

4．まとめ

今回の学会は，新型コロナウイルス感染拡大防止

のための規制が緩和されたことで，対面での開催と

なりましたが，多くの学生の皆様にご参加いただく

ことで，同世代の学生が気軽に会話できる貴重な機

会となりました。特に，研究面については，同じ室

内環境分野で研究をしている同年代の学生で，研究

について語り合うことで非常に良い刺激になりまし

た。コロナ禍の自粛により，他大学の学生と交流で

きなかった学生にとって，大変有意義な時間を過ご

すことができたのではないかと感じています。今後

もこの活動が引き継がれ，参加者の皆様にとって価

値のある会になることを期待しています。
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写真1 自己紹介の様子

写真2 グループディスカッションの様子

写真3 学生懇談会 集合写真


